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令
和
７
年
度
の
大
熊
町
敬
老
会

が
、
９
月
13
日
に
大
野
駅
西
の
産

業
交
流
施
設「
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ａ
お
お

く
ま
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

敬
老
会
が
規
模
を
縮
小
せ
ず
、

通
常
ど
お
り
の
形
で
開
か
れ
る
の

は
、
令
和
元
年
度
に
ス
パ
リ
ゾ
ー

ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
で
開
催
さ
れ
て

以
来
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
町
内

で
の
開
催
と
し
て
は
、
東
日
本
大

震
災
後
、
初
め
て
の
通
常
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

昨
年
度
ま
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
や
町

内
施
設
規
模
の
関
係
で
、
参
加
者

数
を
制
限
し
て
の
実
施
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

今
回
は
、
数
年
ぶ
り
に
通
常
開

催
と
な
り
、
県
内
外
か
ら
70
歳
以

令和7年度

敬老会
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上
の
２
２
５
人
が
ふ
る
さ
と
・
大

熊
町
に
集
ま
り
ま
し
た
。

今
年
９
月
１
日
現
在
、
町
の
70

歳
以
上
の
方
は
２
，２
２
４
人（
男

性
９
８
７
人
、
女
性
１
，
２
３
７

人
）で
す
。

令
和
７
年
度
敬
老
会
で
は
、
町

内
最
高
齢
で
あ
る
高
松
ト
ヨ
子
さ

ん（
１
０
１
歳
・
大
正
12
年
生
ま

れ
）と
、
88
歳
を
迎
え
た「
米
寿
」

の
53
人
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。式

典
で
は
、
吉
田
淳
町
長
が
高

齢
者
の
皆
さ
ん
に
祝
辞
を
述
べ
、

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
高
野
一
郎

会
長
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
結
婚
か
ら
50
年
を
迎
え

た
８
組
の
ご
夫
婦
に
対
し
、「
し

あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰
」が
、
福

島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
福
島

民
報
社
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

午
後
に
は
、
歌
手
・
三
善
英
史

さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ

れ
、
懐
か
し
い
名
曲
や
楽
し
い
ト

ー
ク
に
合
わ
せ
て
手
拍
子
を
打
ち

な
が
ら
楽
し
む
参
加
者
の
姿
が
あ

ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

大熊町写真館

特集 大熊町敬老会
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2024 年度
決算報告

424億3,142万6千円
（前年度比113.5％）

歳出 歳入
489億3,243万7千円

（前年度比95.3％）

　2024（令和６）年度の大熊町一般会計
と特別会計の決算が、９月に開催された
第３回町議会定例会で承認されました。
決算の状況をお知らせします。

問総務課　財政係

町税6億5,661万6千円の増額、繰入金57億
3,546万1千円の減額、繰越金47億7,320万
6千円の増額、国庫支出金19億8,502万3千
円の減額などにより全体では24億158万3千
円の減額となりました。

総務費31億1,910万8千円の増額、農林水産
業費11億3,250万1千円の減額、商工費55
億9,187万4千円の増額、教育費30億7,587
万7千円の減額など、全体では50億3,384万
円の増額となりました。

自主財源
68.3%

依存財源
31.7%

繰越金
134億7,643万4千円 27.6％

繰入金
111億2,310万8千円 22.7％

町税
61億3,186万円 12.5％
町民税 4億7,231万9千円
（うち個人） 2億9,827万円
（うち法人） 1億7,404万9千円
固定資産税 56億2,998万7千円
軽自動車税 1,329万2千円
たばこ税 1,626万2千円

諸収入
22億5,940万5千円 4.6％

国県支出金
106億6,599万2千円 21.8％

地方譲与税など 
48億6,100万円 9.9％

財産収入
4億1,463万8千円 0.9％

総務費
193億7,423万5千円 45.6％

商工費
92億503万7千円 21.7％

土木費
69億1,766万9千円 16.3％

その他
33億9,285万4千円 8.0％
民生費 16億4,243万7千円
衛生費 10億6,003万3千円
消防費 2億3,159万9千円
災害復旧費 3億6,505万1千円
議会費 9,373万4千円
公債費 0千円

農林水産業費
8億3,198万8千円 2.0％

諸支出金
20億4,909万6千円 4.8％

教育費
6億6054万7千円 1.6％
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特集 2024 年度決算報告

￨主な事業と決算額 ￨

一般会計歳入歳出決算

＜用語の解説＞
自主財源……�町税や手数料など町が自らの収入とすること

ができる財源
依存財源……�国や県の意思により定められた額を交付され

たり割り当てられたりする財源
繰入金………�一般会計と特別会計、基金等の会計間でのお

金の移動のこと
国県支出金…�町が行う特定の事業に対し、国や県から交付

されるお金
地方譲与税…�国税として徴収したお金を、定められた割合

で地方自治体に対して譲与するお金
継続費逓次…複数年度に渡る事業の年度ごとの事業費のう　
繰越　　　　�ち、年度内に支出が終了しない経費を翌年度

以降に繰り越すこと
繰越明許……�何らかの事情でその年度内に支出が終了しな

い経費を、予算で上限額を定め翌年度１年間
に限り繰り越すこと　　　

　一般会計の歳入総額は489億3,243万7千円、歳出総額は424億3,142万6千円となりました。歳入歳出
差引額は65億101万1千円で、そのうち令和７年度に繰り越した事業の財源61億8,633万3千円を除いた
実質収支額は3億1,467万8千円となり、1億7千万円を基金繰り入れし残額を令和７年度に繰り越しました。
　令和５年度の歳入歳出決算額と比べ、決算総額は歳入約24億の減、歳出約50億の増となっています。
これは産業交流施設及び大野駅西商業施設の整備など多くの事業を令和６年度に施行したことによるもの
です。

総務費（人事、企画、財政、戸籍など他部門に分類されない事業の経費）

東日本大震災復興基金費 64億4,231万7千円

大熊町帰還環境整備交付金基金費 62億9,452万円

特定原子力施設交付金（事業運営）基金費 12億円

特定原子力施設交付金（維持補修）基金費 10億8,572万1千円

庁内行政ネットワーク事業 3億9,425万1千円

特定原子力施設交付金（施設整備）基金費 3億1,249万9千円

総務一般経費 2億7,960万1千円

防犯対策事業 2億7,789万3千円

ゼロカーボン推進事業 2億3,417万4千円

民生費（児童福祉、高齢者福祉、障がい者福祉、国民年金などの経費）

自立支援事業 2億8,612万3千円

介護保険事業特別会計操出金 1億8,105万4千円

児童手当支給事業 1億7,662万5千円

後期高齢者医療費 1億2,684万7千円

国民健康保険特別会計繰出金 1億43万円

衛生費（母子保健、廃棄物処理、公害対策などの経費）　

環境衛生費広域負担経費 5億3,448万2千円

環境一般経費 1億1,645万9千円

農林水産業費（農業、林業、水産業に要する経費）

農地防災整備事業 3億6,059万4千円

農地費一般経費 1億393万2千円

商工費（商工業の振興、観光振興などの経費）

産業交流施設整備事業 42億9,261万9千円

大野駅西商業施設整備事業 22億4,935万7千円

大野駅西施設整備事業（継続費逓次繰越） 15億9,925万8千円

交流ゾーン管理事業 2億8,842万4千円

産業交流施設整備事業（継続費逓次繰越） 2億6,159万9千円

土木費（道路維持、都市計画、復興拠点整備などの経費）

復興拠点整備事業（継続費逓次繰越） 50億1,082万9千円

道路新設改良事業 7億7,989万4千円

住宅促進事業 3億416万6千円

道路維持事業 2億4,906万7千円

消防費（消防、防災事業などの経費）

常備消防費一般経費 1億8,057万4千円

防災対策一般経費 2,742万2千円

教育費（学校教育、生涯学習、スポーツ振興などの経費）

小学校管理費 1億4,604万4千円

社会教育複合施設整備事業 8,257万4千円

災害復旧費（大雨、地震などによる被害の復旧に要する経費）　

（繰越明許）農地等施設災害復旧事業 1億9,568万5千円

農地等施設災害復旧事業 1億3,173万4千円

諸支出金（いずれの歳出科目にも分類されない特別会計への繰出金など）

工業団地造成事業特別会計操出金事業 16億2,589万3千円

特定環境保全公共下水道事業特別会計操出金 2億3,191万8千円
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区　分 歳　入 歳　出 差　引

坂下ダム施設管理事業 8,533万6千円 6,528万4千円 2,005万2千円

国民健康保険 21億7,906万3千円 20億8,876万9千円 9,029万4千円

奨学資金貸与 911万1千円 896万3千円 14万8千円

特定環境保全公共下水道事業 2億3,596万7千円 2億3,596万7千円 0円

農業集落排水事業 1億8,140万7千円 1億8,140万7千円 0円

住宅団地造成事業 4千円 4千円 0円

工業団地造成事業 31億7,083万1千円 30億5,999万2千円 1億1,083万9千円

介護保険事業

　・介護保険事業勘定 11億4,744万6千円 11億783万2千円 3,961万4千円

　・介護サービス事業勘定 692万6千円 675万9千円 16万7千円

後期高齢者医療 4,557万円 4,513万7千円 43万3千円

霊園管理事業 1,405万円 1,404万円 1万円

特別会計歳入歳出決算

区分 令和５年度末現在高
令和６年度中

令和６年度末現在高
増　加 減　少

財政調整基金 99億5,589万3千円 6億6,610万5千円 9億6,056万3千円 96億6,143万5千円
その他の基金 898億8,313万8千円 143億7,409万9千円 91億5,108万1千円 951億615万6千円
特別会計の基金 14億6,633万1千円 2億1,937万5千円 503万円 16億8,067万6千円

合　計 1,013億536万2千円 152億5,957万9千円 101億1,667万4千円 1,064億4,826万7千円

基金の現状

健全化判断比率
資金不足比率

大熊町の比率 早期健全化基準 財政再生基準
実質公債費比率 −1.00% 25.00% 35.00%

町債の状況

　特別会計とは、特定の事業を行う場合に一般
会計と区別して 経理する会計で、大熊町には
以下の特別会計があります。

  町の借金である町債は、令和６年度末の残高はありません。

　基金とは、特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立ててまたは定
額の資金を運用するために設けられる資金をいいます。
　財政調整基金とは、突発的な災害や急を要する経費に備えるために設置さ
れる基金です。地方自治法の規定により、毎年度の決算剰余金のうち２分の
１相当額を積み立てています。

実質赤字比率、連結実質赤字比率、将来負担率は算定されませんでした。
公営企業資金不足率は、特定環境保全公共下水道事業、農業集落排水事

業、住宅造成事業（住宅団地、工業団地）のいずれの特別会計も算定されま
せんでした。
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特集 2024 年度決算報告

その他 1,909万5千円 0.8%
国保税、財産収入、諸収入、使用料・手数料

繰越金 8,170万6千円 3.7%
前年度からの繰越金

他会計繰入金 1億3,864万8千円 6.4%
一般会計からの法定内繰入

国庫補助金 1億7,329万8千円 8.0%
国保税・医療費に対しての補助金

県補助金 17億6,631万6千円 81.1%
主に医療費に対しての補助金

医療費など 14億4,156万円 69.0%
保険で給付した医療費、出産・葬祭費など

基金積立金 1億8,824万2千円 9.0%
前年度会計から出た余剰金

保健事業費 1,397万6千円 0.7%
被保険者の健康増進のための事業費

総務費 3,926万円 1.9%
国保事業の運営にかかる費用など

諸支出金 1,667万円 0.8%
国や県の補助金を精算した際、還付が発生
した場合の償還金

県内の医療費に配分するために各市町村
から支払うもの

国民健康保険事業費納付金
 3億8,906万1千円 18.6%

国民健康保険
歳入歳出決算

20億8,876万9千円歳出 歳入 21億7,906万3千円

　国民健康保険は、社会保険などに加入していない人が
加入する医療保険で、地域保険と位置づけられ市町村ご
とに独立した特別会計を設けて運営しています。
　町の国民健康保険は、加入者（被保険者）の高齢化や医
療の高度化などにより、医療費が年々増加しています。
　2024（令和６）年度の決算の状況をお知らせします。

問健康保険課　国保年金係

国民健康保険加入状況（2024年度末）
・加 入 者 数…2,870 人
・町の総人口…9,909 人
・加 入 率…29.0％（前年度比−0.8%）

　歳入の主なものは、国・県からの補助金です。
本来、加入者の皆さんに負担していただく国保
税の減免に伴う補助と、医療費に対しての補助
を国と県から受けています。２つの補助金を合
わせると19億3,961万４千円となり、収入の
およそ９割を占めています。

　歳出の主なものは、国保が医療機関などに支
払う医療費などで14億4,156万円となり、全
体の７割近くを占めました。
　１人当たりの医療費は昨年度から902円増加
し492,481円となり、福島県内で５番目に高
い水準でした。

　2024年度の国民健康保険特別会計の決算は、
歳入が21億7,906万３千円、歳出が20億8,876万
９千円でした。歳入歳出の収支差し引き9,029万
４千円を2025（令和７）年度へ繰り越しました。
　１人当たり医療費は前年度に比べ増加してお
り、高齢化などにより今後も伸びることが予想さ
れます。

　これからも町民の皆さんに安心して医療機関を
受診していただけるよう、国保財政の健全な運営
を図っていきます。
　皆さんも健康づくりに取り組んで、医療費の増
加の抑制にご協力をお願いします。年１回は健康
診断を受診し、病気の早期発見・早期治療に努め
ましょう。
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TOWN TOPICS
−まちの話題−

今年６月に大熊中央産業拠点にオープンした FUN EAT MAKERS in Okuma を、内堀雅雄福
島県知事が９月４日に視察しました。知事の視察には、町長も同行し、菅原施設長から設備や栽培
している植物についての説明を受けました。

この施設では、トマトやレタスを自家栽培し、それらの野菜を販売、施設内レストランでの提供
までを一貫して行っています。いわゆる「６次産業」とは、農業（１次産業）に加えて、加工（２次産業）、
販売やサービス（３次産業）までを一体で担う取り組みで、地域
活性化の新たな形として注目されています。

施設では、温室設備を使って野菜が育てられており、知事と
町長は興味深そうにトマトやレタスの栽培状況を見学しました。

知事は昨年、町内の大学連携支援センターを訪れており、今
回の視察もその継続として、町の産業や教育との連携の可能性
について意見を交わしました。

町内の新たな６次産業施設を知事が視察
地元産トマトやレタスの加工現場も見学 FUN EAT MAKERS in Okuma

施設長から説明を受けた内堀知事と吉田町長

福島県主催による企業立地セミナーが９月１日、帝国ホテ
ル東京で開催されました。

県内自治体によるショートプレゼンが行われ、当町は吉田
淳町長が大熊中央産業拠点や大川原地区の西工業団地を説明。

約 150 の参加企業に大熊町内への立地をするメリットや多
彩な補助メニューを紹介しました。

また、当セミナーには内堀雅雄福島県知事も出席し、県内
に立地した企業とのトークセッションも行われました。

大熊の利点を企業にセールス　福島県企業立地セミナー

参加企業にプレゼンする吉田町長

大熊町子ども議会が 10 月 8 日に開かれました。子ども議会が
開催されるのは東日本大震災前の 2010 年 9 月以来です。

議員として、学び舎ゆめの森の後期課程生徒 12 人が議場に登
壇。このうち５人が町をよりよくすべく、町内の交通に関するこ
とや企業・観光客の誘致にかかわる一般質問を投げかけました。

生徒らは子ども議会の開催に向けて９月議会定例会を傍聴し、
町職員へのヒアリングも行いました。

当日参加した生徒は「町の回答によって自分の視野が広がった。
さらに町政に関する興味が湧いた」と感想を述べました。

今回の子ども議会の質問の詳細は大熊町議会だより 11 月号に
掲載されます。

新たな目線で町に問う　大熊町子ども議会

一般質問した生徒代表
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岡山県瀬戸内市民図書館の初代館長であ
る嶋田学氏が９月５日、町役場で「図書館
を場とした住民協働のまちづくり」をテー
マにした講演会を開催しました。町内外か
ら、まちづくりに関心を持つ 46 人が参加
し、図書館を核としたまちづくりに耳を傾
けました。

また、講演会終了後に座談会も行われ「私
たちがしたいこと、できること」をテーマに、
講演会で学んだことや日ごろの活動から学
んだことをグループで意見交換しました。

開催にあたり、町図書館ボランティア
11 人が運営協力しました。

図書館からはじまるまちづくり
瀬戸内市民図書館 初代館長・嶋田学氏が講演 

今年６月 10 日に開通した国道６号と大川原復興再生拠点・県道 35 号を結ぶ町道東 67 号線で、９
月２日、大東文化大学の学生たちが八重桜の品種「はるか」11 本を植樹しました。

この植樹活動は、大東文化大学と福島民
友新聞社の共同企画として実施されたもの
で、学生たちが９月１日から３日まで行っ
た東日本大震災の被災地研修の一環とし
て、郡内を訪れた際に行われました。
「はるか」は、福島県の復興のシンボルと

して知られています。

新たな道に復興のシンボル植える　大東文化大生植樹

植樹した「はるか」の前で記念撮影に収まる学生ら（福島民友新聞社提供）

嶋田氏の講演に耳を傾ける参加者ら

９月５日、連合東京西北ブロック地域協議会
の皆さまが来庁され、支援金をご寄付ください
ました。

同協議会は、東京都内で働く勤労者によって
組織された労働組合「連合東京」に所属する団体
の一つです。

当日は、役場にお越しになる前に、ネクサス

ファームおおくまでボランティア活動にもご参
加いただきました。

イチゴ用の化粧箱を作る作業や、「ランナー」
と呼ばれるイチゴ苗から伸びるツタの切り取り
作業などに熱心に取り組んでいただきました。

心温まるご支援とご協力に、心より感謝申し
上げます。ありがとうございました。

ありがとうございます　連合東京西北ブロック地域協議会から思い受け取る

１支援金を受け取る吉田町長（右）　２・３ネクサスファームでボランティア作業をする会員ら

1 2 3
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TOWN TOPICS −まちの話題−

町と公立大学法人会津大学との包括連携協定の締結式が
9 月 30 日に行われました。

本協定は、産業および教育の振興、人材育成、復興創生
の３点を柱に結ばれました。

吉田町長は「会津大学との連携により、町民全体の教育
環境の創出、町内で活動する企業の振興など、大熊町のさ
らなる発展につながることが大いに期待される」、束原理
事長は「会津大学の学術・教育の専門性や人材育成のノウ
ハウを活かし、大熊町との連携・協力を一層深め、大熊町
の復興と持続的な地域づくりに寄与したい」と述べました。

会津とのつながりをより深める　会津大と包括連携協定締結

協定書を交わす吉田町長と束原理事長（右）

大熊町消防団の秋季検閲式が 9 月 21 日、学
び舎ゆめの森グラウンドで行われました。

通常点検で吉田淳町長や来賓の検閲を受けた
後、規律訓練、分列行進で統率の取れた動きを

披露しました。
吉田町長は「これからも町民の生命と財産を

守るため、より一層の精進をお願いしたい」と
講評・訓示しました。

席上、各種表彰者が紹介されました。このう
ち、町消防団長表彰の受章者は次のとおりです。
〈功績章〉川木　敏行（第三分団長）
　　　　 佐藤　信康（第一副分団長）
　　　　 猪狩雄一郎（第三分団班長）
〈精績章〉嶋貫日出喜（第二分団員）
〈精勤章〉小山　智博（第三分団員）
　　　　 田村　知広（第三分団員）

火災多発時期前に士気を高める　消防団秋季検閲式

団員の点検を行う吉田町長ら

10 月３日、大川原地区西工業団地において、
山林火災の発生を想定した広域消火訓練が実施
されました。

本訓練は、福島県および双葉消防本部の主催
により行われ、現場周辺を帰還困難区域に見立
て、実践的な訓練が展開されました。

当日は、双葉消防本部をはじめ県内 12 の消
防本部に加え、陸上自衛隊、宮城・山形・新潟・
栃木の４県から緊急消防援助隊が参加。多機関
による連携体制の強化を目的に、迅速かつ的確
な対応を図るための訓練が行われました。

訓練では、山林火災における基本的な消火活
動に加え、帰還困難区域を想定した放射線防護
訓練、消防ヘリコプターによる空中消火訓練な
ど、多様な状況に対応する実践的なプログラム
が実施されました。

山林火災を想定し広域連携　大規模火災対応訓練

西工業団地周辺で訓練する各地域の消防職員ら
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９月 20 日・21 日の２日間、子ども向けワー
クショップ「第２回ゆめかなプロジェクト」が開
催されました。

このプロジェクトは、町と協定を結ぶ立命館
大学と福島大学の協力により実施されており、
子どもたちの「夢（ゆめ）」を「かなえる」ために、
大学生たちがサポートするものづくり体験型

ワークショップです。
８月に開催された第１回では、子どもたちが

「町にこんな遊具があったらいいな」とアイデア
を出し合い、大学生たちが形や仕組みを一緒に
考えながら設計を進めました。そして迎えた第
２回では、考案したブランコなどの遊具を、子
どもたち自身の手で制作。完成した遊具は、役
場前広場や大川原の住宅周辺に設置され、その
場で思いきり遊ぶ姿が見られました。

自分たちの手で「夢」を形にする体験を通して、
子どもたちはものづくりの楽しさや、協力する
ことの大切さを学び、笑顔あふれる２日間とな
りました。

「あったらいいな」をカタチに！　第 2 回ゆめかなプロジェクトを開催

9 月７日～ 14 日にタイで開催されたバドミ
ントン世界シニア選手権で、佐久間文子さんが
見事、世界一の栄冠を手にしました。

佐久間さんは、75 歳以上の女子ダブルスで
金メダル、男女混合ダブルスでも銅メダルを獲
得するという素晴らしい成績を収めました。

帰国後の 9 月 19 日には、2 つのメダルを携
えて吉田淳町長を訪ね、今回の結果を報告。町
役場の職員や学び舎ゆめの森の子どもたちから、
盛大な歓迎を受けました。

佐久間さんは、「世界一の表彰台からの景色

は、今までとまったく違って見えた。日本に帰っ
てから、ようやく “ 世界一になった ” という実
感がわいてきました」と、喜びを語りました。

世界一の偉業を報告し、笑顔で迎えられる佐久間さん（左）

手作りのブランコで遊ぶ様子

町の補助事業として 2020 年から続く「学生
企画立案プロジェクト」の令和７年度報告会兼
コンテストが９月 21 日、CREVAおおくまで
開かれました。会場には町民や関係者が訪れ、
若者たちの熱意ある発表に耳を傾けました。

このプロジェクトは、大学生など若い世代が
大熊町の課題に向き合い、地域の未来を考える
ことを目的としたものです。今年度は高校生と
大学生が６チームに分かれ、それぞれにテーマ
を決めて活動を行ってきました。

報告会では、各チームが自分たちの企画内容
や調査結果を、スライドや資料を用いて分かり
やすく発表しました。発表後には、来場者や審

査員との活発な質疑応答が行われ、実現可能性
や課題の深掘りについて意見が交わされました。

コンテスト形式で行われた今回の報告会では、
「防災」をテーマに取り組んだチームが最優秀賞
に選ばれました。

学生たちが町の未来を提案　町補助事業プロジェクト報告会を開催

立案したテーマを発表する学生ら

祝 おめでとうございます　佐久間文子さん、バトミントンで世界一に
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TOWN TOPICS −まちの話題−

福島民報社が主催する第 19 回市町村対抗軟
式野球大会が９月 13 日、福島市のあづま球場
で行われました。初戦は中島村と対戦し、10
対６で勝利を収めました。

町代表チームは初戦の勢いのまま同月 21 日
に小野あぶくま球場で行われた２回戦で泉崎村
を７対５で下し、３回戦に駒を進めました。同
月 27 日に本宮市のしらさわグリーンパーク野
球場でいわき市と対戦し、ベスト８を目指し最
後まで粘り強く戦いましたが、あと一歩届かず

敗戦となりました。町代表チームは初のベスト
16 に、胸を張りました。

町代表野球初のベスト16　第19回市町村対抗野球

初のベスト 16になった町代表選手

大熊町教育長杯パークゴルフ大会が９月６日、広野町二ツ沼総合公園パークゴルフ場で行われま
した。町民の健康維持と各地区間の親善を図ることを目的に開催されており、恒例の行事として親

秋空に笑顔広がる　教育長パークゴルフ大会

競技前の集合写真に収まる参加者ら

しまれています。県内外から 91 人の
町民の方が参加。参加した方が交流を
深めながら、日ごろの練習の成果を発
揮し、和やかな雰囲気でプレーする姿
が見られました。

競技終了後には団体賞や個人賞など
の表彰が行われ、発表の際は会場が大
いに盛り上がりました。

学び舎ゆめの森で９月 11 日、テイラー・ア
ンダーソン記念基金様から本と本棚の寄贈を受
けました。

同基金は東日本大震災の際に宮城県で津波災

害の犠牲となってしまった英語教師テイラーさ
んのご遺族が、ご本人の「米国と日本の架け橋
になる」という遺志を受け継ぎ設立したもので
す。

ゆめの森へのご支援は３月の演劇「きおくの
森」東京公演に基金の関係者が観覧していたこ
とがきっかけでした。

クマに見立てられた本棚を受け取った児童代
表が「私たちのために素敵な本棚を寄贈してく
ださり、ありがとうございます。大熊町らしい
デザインで、素敵だなと思いました」と感謝の
言葉を述べました。

演劇がつないだ日米の絆
テイラー・アンダーソン記念基金から本棚の寄贈

クマの本棚をお披露目の様子



13 広報おおくま　2025.11.１

町は９月２日、原子力損害賠償紛争審査会に対し今後の審議に向けた要望を行いました。吉
岡健太郎副町長と仲野剛議長から大村敦志会長へ要望書が手渡されました。

要望活動 原子力損害賠償に係る要望書

原子力損害賠償紛争審査会への要望

１．適時適切な指針の見直しについて
２．�被害者の視点に立った誠実かつ迅速な賠

償の対応について 
３．�帰還や避難生活の長期化等に伴う賠償に

ついて
４．�ＡＬＰＳ処理水の処分に関する風評被害

への賠償について 大村会長（右）へ要望書を手交する吉岡副町長と仲野議長

９月 25 日、下野上一団地内の原地区に建設される商業施設の起工式が執り行われました。
式典には、吉田淳町長をはじめ、施設の運営を担うマルトホールディングス株式会社の安島浩社長、

関係事業者らが出席し、工事の安全と順調な進行を祈願する神事が行われました。
吉田町長は式辞の中で、設計者の山口建築設計事務所、施工業者の庄司建設工業、運営会社のマ

ルトホールディングスによる尽力により、予定より早い開業が見込まれることへの感謝を述べました。
また、マルトの安島社長は「施設の開業日は当社の創業日でもあり、同じ日に大熊町で新たな店舗を

オープンできることを大変うれしく思います」と述べ、地域に根ざした店舗づくりに向けた強い意気込
みを語りました。

新たに建設される商業施設には、生鮮食品を含む食料品の売り場をはじめ、医薬品、百円均一ショッ
プなどが設けられる予定です。

さらに、地域住民に向けた商品の配達サービスも計画されており、日常の買い物をより便利にサポー
トする施設として期待されています。

施設のオープンは来年 10 月２日を予定しています。

来年のオープン目指し祈願　原地区商業施設起工式

原商業施設パース図工事の安全を願い笑顔を見せる吉田町長と安島社長（左）
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【活動内容】
皆さまこんにちは。復興支援員の角田
涼太です。一般社団法人おおくままちづ
くり公社で SNS での大熊町の魅力発信
や特産品・グッズをイベントなどで販売
を担当しています。心掛けていることは、
SNS 発信も販売事業も大熊町の復興し
ている様子をしっかりと自分の言葉でお

角田　涼太
【受け入れ企業】
一般社団法人おおく
ままちづくり公社
【担当】
地域におけるにぎわ
いや交流機会の創出

【活動内容】
大熊町移住定住支援センターで移住定
住支援促進を担当しています復興支援員
の田中です。
大熊町への移住・定住を促進するため、
主に移住を検討されている方の相談対応
を行い、住まいや補助金等の支援制度の

田中　利駒
【受け入れ企業】
一般社団法人おおく
ままちづくり公社
【担当】
移住定住促進の取り
組み

コミュニティ再構築や町内住民の見守り・ケア、地域活性化支援などを通して、
東日本大震災からの復興を手伝ってくれている復興支援員。
そんな支援員の日々の業務をちょっとのぞいてみませんか？

今回は角田涼太さん、田中利駒さんをご紹介します。

移住に関する
情報

まちづくり公社
に関する情報

来所者に町の補助メニューを紹介する田中さん（左）

町のグッズを PRする角田さん

伝えできるようにしています。これからも
大熊町の良さを発信して多くの方に知って
もらえるように頑張りますので、皆さまよ
ろしくお願いします。

紹介をしています。移住定住に関するイベ
ントで、町内の見学ツアーや移住フェアに
出展して、町外の方々にも大熊町を知って
もらい、大熊町の一員になってもらえるよ
うに日々活動しています。
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OICはどなたでも無料で利用できます。居合わせた人と話したり、本や新聞を読んだりすることができる交流スペースから、
静かな場所で作業に集中したいときに利用できるコワーキングスペースまで、さまざまな部屋があります。ぜひお気軽にご
来館ください！

Cell-En（セレン）
今回は、入居企業インタビュー第

53︎社目として、Cell-Enをご紹介しま
す。COOの山口直美さんにお話を伺
いました。
Cell-En は、「微生物発電」という技
術に取り組んでいるスタートアップ企
業です。2023年に設立され、現在はこの新しい発電方
法を実用化するために研究開発を進めています。
微生物発電とは、土の中にいる微生物が、有機物（生ご

みや落ち葉など）を分解する際に発生するエネルギーを電
気として利用する技術です。Cell-En（セレン）の微生物発
電装置は、使う微生物や栄養分も、その地域の土や農業・
食品廃棄物を活用するため、「地元でつくった電気を、地
元で使う」ことができるのが特徴です。
災害時や電気が届きにくい場所でも使える、環境にや

さしい移動可能な電源元として、地域に役立つ技術を目
指しています。
山口さんにとって福島県は、幼稚園から小学校にかけ

てを過ごした「故郷」でもあり、穏やかな海沿いの風景に
懐かしさを感じることがあるそうです。
震災前に大熊町を訪れたことはなかったものの、今の

町の姿には大きな可能性を感じており、「さまざまな企業
が集まり、活気があって新しいものを受け入れやすい。
スタートアップである私たちが、地域の皆さんと一緒に
まちづくりをしていける環境があると感じています」と語
る山口さん。
また、「地域の微生物と農業廃棄物からエネルギーを生
み出し、災害時にも電気を絶やさないこと。それが私た
ちの目指す『町のエネルギー』です。安心・安全を届ける
ために、ぜひ活動に期待して応援していただけたらうれ
しいです」と、力強いメッセージも寄せてくれました。

　2022 年 7月に開所した大熊インキュベーションセンター（OIC）には、現在 120社以上の企業が入
居しています。大企業から起業準備中の大学生までが入居し、業界・業種もさまざま。毎日にぎわって
いるOICの魅力をお伝えするため、OIC広報担当が公式HP「OIC 入居者紹介」の中から「どのような企
業が利用しているのか」「どのような人と会えるのか」などをご紹介します。

入居者紹介　OICってどんなところ？利用者インタビュー

おおみたから社中
次にご紹介するのは、合同会社
おおみたから社中です。代表の奥
山さんにお話を伺いました。
奥山さんは赤十字の災害救護に
携わってきた元看護師。東日本大
震災での被災経験から、「浜通り
で役に立ちたい」との思いを持ち、2023 年におお
みたから社中を創業しました。
現在、広野町で「奥山鍼

しんきゅう

灸施術室」を運営してお
り、自由診療に加えて医療保険を用いた訪問鍼

しんきゅう

灸に
も対応。肩こりや頭痛、腰痛、坐骨神経痛、脊柱管
狭窄症など、幅広い症状に寄り添っています。大熊
町では訪問施術を中心に活動を始めており、患者さ
んのご自宅や企業、事務所等での施術を行っていま
す。将来的には大熊町内で施術拠点を整えることを
目指しています。
患者さんへのよりよいサポートのため、普段から
学びを大切にしている奥山さん。おすすめの本とし
て『四毒抜きのすすめ』を挙げ、食生活を変えること
で体が劇的に変わると話します。さらに「日本人の
素養を知ることが大切」として歴史や文化に関する
動画からも学びを得ています。
社名に使用されている「おおみたから」には「日本
人は国の宝である」という意味があります。「日本人
による日本人のための活動を」と語る奥山さんに
とって、大熊町は「新しい日本を創生していく場」。
地域に根ざした鍼灸を通して、町の暮らしを支えて
いきたいと力強く話していました。
施術はどなたでも受けられるとのこと。健康や体
調に関心のある方は、ぜひ一度ご相談ください。

全文はこちらから全文はこちらから大熊インキュベーションセンター
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大
熊
町
か
ら
の

お
知
ら
せ

内内容 時日時 場会
場 対対象 費費用 持
持ち物 定定員 申申し
込み方法 期申し込み
期限 問問い合わせ先 
☎電話番号 FAXファ
クス メールアドレス 
WEBウェブサイト

	

令
和
７
年
度
（
令
和
８
年
４
月
１
日

付
け
採
用
）

大
熊
町
職
員
採
用
候

補
者
試
験

■
試
験
職
種
・
資
格
等

◉
任
期
付
職
員（
一
般
事
務
）

　
要
普
通
自
動
車
運
転
免
許

◉
任
期
付
職
員（
土
木
）

　
要
普
通
自
動
車
運
転
免
許
、
民
間
企

業
等
で
土
木
関
係
の
設
計
・
積
算
・
施

工
管
理
等
に
関
す
る
職
務
経
験
を
２
年

以
上
有
す
る
方

◉
任
期
付
職
員（
保
健
師
）

　
要
普
通
自
動
車
運
転
免
許
、
保
健
師

免
許
を
有
す
る
方
ま
た
は
令
和
８
年
３

月
末
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

〈
共
通
〉 募

集
・イ
ベ
ン
ト

過
者
に
第
２
次
選
考
の
案
内
を
し
ま
す
）

◉
第
２
次
選
考
／
個
別
面
接

　
時
12
月
22
日（
月
）実
施
予
定

　
場
大
熊
町
役
場　
２
階
大
会
議
室

問
総
務
課　
行
政
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
５
６
９

大
熊
町
立
認
定
こ
ど
も
園

学
び
舎
ゆ
め
の
森

令
和
８
年
度
４
月

入
園
の
ご
案
内

■
入
園
日

　
令
和
８
年
４
月
１
日（
水
）（
２
号
認

定
、
３
号
認
定
）

　
令
和
８
年
４
月
上
旬（
１
号
認
定
）

※
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　
11
月
1
日（
土
）～
12
月
15
日（
月
）

■
提
出
書
類

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
注
意

入
園
の
可
否
は
、
令
和
８
年
1
月
上

旬
頃
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
申
込
内
容

に
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
、
町
か
ら
連

絡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

問
教
育
総
務
課　
こ
ど
も
教
育
係

☎
０
２
４
０（
23
）７
１
９
３

大
熊
町
文
化
団
体
連

合
会
へ
の
加
入
団
体

を
募
集
し
ま
す

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
活
動
休
止
し

て
い
た
大
熊
町
文
化
団
体
連
合
会
が
活

動
を
再
開
し
、
新
規
団
体
を
募
集
し
ま

す
。
加
入
す
る
と
、
一
部
公
共
施
設
の

使
用
料
が
減
免
と
な
り
ま
す
。（
9
月

現
在
で
の
加
入
団
体
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

■
活
動
内
容

①
文
化
団
体
相
互
の
連
絡
調
整
を
図
る

会
議

②
町
教
育
委
員
会
、
県
文
団
連
等
関
係

団
体
と
共
同
で
主
催
す
る
各
種
文
化
事

業（
県
芸
術
祭
、
町
文
化
展
、
芸
能
発

表
会
な
ど
）

※
平
成
22
年
度
時
点
で
、
町
文
団
連
へ

加
入
し
て
い
た
団
体
で
継
続
加
入
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
・
問
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
９
４

■
受
付
期
間

11
月
４
日（
火
）か
ら
11
月
28
日（
金
）

の
間
の
平
日（
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
）

　
郵
送
の
場
合
は
、
11
月
26
日（
水
）ま

で
の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付

け
ま
す
。

申
履
歴
書（
市
販
様
式
）に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
大
熊
町
役
場
総
務
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
赤
で

「
職
員
試
験
申
込
」と
書
い
て
、
必
ず
簡

易
書
留
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
の
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
採
用
予
定
数

　
若
干
名

■
年
齢
要
件
・
学
歴

　
不
問

■
選
考
方
法

◉
第
１
次
選
考
／
書
類
選
考（
選
考
通
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町は、下野上地区（原・大野南）の宅地分譲の募集を次
の日程で現地見学会と申し込みを実施します。資料を希
望される方はホームページからダウンロードまたは、生
活支援課の窓口までご連絡ください。
※現地申込・見学会は予約制ではありません。会場へ直
接お越しください。
■現地申込・見学会開催日
　12月 19日（金）　午前 10時～午後４時
　12月 20日（土）　午前 10時～正午
場宅地分譲現地案内所（原コミュニティ・スペース）
■郵便申込期間
　11月１日（土）～ 12月 10日（水）当日消印有効
町へ資料を請求し、ご確認の上お申し込みください。

問生活支援課　移住定住支援係☎ 0240（23）7456

下野上地区（原・大野南・旭台）
の宅地分譲を募集します

地
域
計
画
策
定（
特
定
復

興
再
生
拠
点
）に
係
る
座

談
会
開
催
の
ご
案
内

　
町
と
農
業
委
員
会
は
、
野
上
・
下
野

上
・
熊
地
区
に
お
け
る
10
年
後
の
目
指

す
べ
き
農
地
利
用
の
姿
を
示
し
た
目
標

地
図
と
、
そ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め

の
計
画（
地
域
計
画
）の
策
定
に
向
け
た

座
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

時
11
月
26
日（
水
）午
後
1
時
30
分
〜

場
交
流
施
設
ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
る
大
熊

　
多
目
的
ホ
ー
ル

対
農
業
経
営
者
お
よ
び
そ
の
関
係
者

■
対
象
地
域

　
野
上
・
下
野
上
・
熊
地
区
の
一
部

問
農
業
振
興
課　
農
業
員
会
事
務
局

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
３
７

大
熊
学
講
座
を
開
催

し
ま
す

町
教
育
委
員
会
は
、
町
の
歴
史
に
関

わ
る
調
査
研
究
を
他
機
関
の
協
力
を
得

な
が
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。

成
果
の
一
端
と
し
て
、
江
戸
時
代
に

宿
場
町
と
し
て
栄
え
た「
熊
町
宿
」の
歴

史
を
本
講
座
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

詳
細
は
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

時
11
月
18
日（
火
）、
11
月
25
日（
火
）、

　
12
月
2
日（
火
）、
12
月
9
日（
火
）

　
12
月
16
日（
火
）

問
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
９
４
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ふ
る
さ
と
ふ
く
し
ま
交

流
会
を
開
催
し
ま
す

首
都
圏
に
避
難
し
て
い
る
皆
さ
ま
、

ぜ
ひ
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

時
11
月
15
日（
土
）午
後
2
時
〜
4
時

場
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム　
ホ
ー
ル
Ｄ

５（
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
３
丁
目

５

−

１
）

対
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
首
都
圏
に
避

難
し
て
い
る
方

費
無
料

申
必
要

期
11
月
10
日（
月
）

問
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援
セ
ン
タ
ー

☎︎
０
３（
６
９
１
１
）０
５
８
２

大
熊
町
関
東
大
交
流
会

２
０
２
５
開
催
決
定
！

今
年
は
、
屋
形
船
晴
海
屋
で
お
楽
し

み
交
流
会
の
ほ
か
、
町
の
復
興
状
況
に

つ
い
て
の
説
明
会
な
ど
を
企
画
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
関
東
圏
に
避
難
さ

れ
て
い
る
大
熊
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
会

い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

時
12
月
7
日（
日
）

　
午
前
11
時 

Ｊ
Ｒ
両
国
駅
西
口
集
合

申
必
要
。
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

期
11
月
20
日（
木
）午
後
３
時

問
お
お
く
ま
ま
ち
づ
く
り
公
社

☎︎
０
９
０（
２
９
５
２
）５
９
３
９

秋
の
坂
下
ダ
ム

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
開
催
決
定
！

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
他
、
ミ

ニ
ゲ
ー
ム
や
豚
汁
・
焼
き
魚
な
ど
の
振

る
舞
い
を
ご
用
意
す
る
予
定
で
す
。
内

容
や
申
し
込
み
方
法
な
ど
は
、
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
。
お
楽
し
み
に
！

時
11
月
22
日（
土
）

　
午
前
9
時
30
分
受
け
付
け
、
10
時
開
始

■
集
合

　
ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
る
大
熊
前
広
場

問
お
お
く
ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
実

行
委
員
会
事
務
局

☎︎
０
９
０（
２
９
５
２
）５
９
３
９

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

教
室
を
開
催
し
ま
す

ス
マ
ホ（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）を
使
い

た
い
け
ど
使
え
る
か
不
安
な
方
、
ス
マ

ホ
を
持
っ
て
い
る
が
イ
マ
イ
チ
使
い
方

が
分
か
ら
な
い
方
へ
の
ス
マ
ホ
教
室
を

開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

内
基
本
操
作
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
方
法
、
音
声
入
力
、
便
利
な
ア
プ
リ

の
紹
介
な
ど

※
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
認
定
講
師
が
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

時
①
12
月
２
日（
火
）

　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
②
12
月
３
日（
水
）

　
　
午
前
10
時
～
正
午

場
①
大
熊
町
役
場　
い
わ
き
出
張
所

　
②
大
熊
町
役
場　
本
庁
舎　

定
各
20
人

※
参
加
人
数
に
よ
っ
て
は
中
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

持
筆
記
用
具（
メ
モ
用
）

費
無
料

申
11
月
20
日（
木
）ま
で
に
電
話
で

問
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
９
４

福
島
広
域
雇
用
促
進
支
援
協
議

会
か
ら

◉
行
く
し
か
な
い
!! 

働
き
た
い
ネ
ッ
ト
の
就
職

面
接
会

【
参
加
無
料・履
歴
書
不
要・服
装
自
由
】

短
時
間
で
た
く
さ
ん
の
企
業
の
情
報

収
集
が
で
き
る
♪
就
活
が
一
歩
前
進
！

時
11
月
27
日（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時　

場
双
葉
町
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
双
葉
町
中
野
字
高
田
1
番
地
1
）

■
参
加
企
業

相
双
地
域
等
の
企
業
13
社

企
業
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申
電
話
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
予
約
ま

た
は
当
日
参
加
。
予
約
が
オ
ス
ス
メ
で

す
。
詳
細
は「
働
き
た
い
ネ
ッ
ト
」で
検

索
！

※
本
面
接
会
は「
求
職
活
動
実
績
」に
な

り
ま
す
。
雇
用
保
険
受
給
者
の
方
に
は

参
加
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

問
福
島
広
域
雇
用
促
進
支
援
協
議
会 

福
島
統
括
窓
口

☎
０
２
４（
５
２
４
）２
１
２
１
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Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ 

Ｉ
ｓ
ｌ

ａ
ｎ
ｄ 

浜
通
り
ア
ー

ツ
２
０
２
６
開
催

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
石
井
竜
也
氏
と
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
行
委
員
長
吉
村
作
治

と
共
に
ア
ー
ト
作
品
を
創
っ
て
い
く
参

加
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
ど
な
た
で

も
参
加
い
た
だ
け
る
芸
術
文
化
祭
で
す
。

時
10
月
1
日（
水
）～
令
和
８
年
3
月
11

日（
水
）

場
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ａ
お
お
く
ま　
大
熊
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

※
２
０
２
６
年
８
月
以
降
、
浜
通
り
各

所
で
今
回
の
創
作
ア
ー
ト
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

費
１
口
５
０
０
円
～

　
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

申
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

■
申
し
込
み
期
限
・
参
加
募
集
お
よ
び

ア
ー
ト
作
品
投
稿
期
間

　
10
月
1
日（
水
）～
令
和
８
年
3
月
11

日（
水
）

info.happyislandham
adoori.

com

こ
お
り
や
ま
ふ
れ
あ
い

祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す

内
手
芸
品
、木
工
品
等
の
展
示
・
販
売
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

時
11
月
29
日（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

場
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま　
一
階　

多
目
的
展
示
ホ
ー
ル

問
特
定
非
営
利
活
動
法
人
コ
ー
ス
タ
ー

☎
０
２
４（
９
８
３
）１
１
５
７

お
お
く
ま
町
物
語

伝
承
の
会

内
ま
ち
物
語
コ
ン
サ
ー
ト
田
村
市
公
演

唄
と
舞
踊
の
共
演（
第
１
・
３
部
）／
田

村
市
の
昔
話
と「
絵
お
と
芝
居
」

時
11
月
23
日（
日
・
祝
）

　
午
前
10
時
30
分
開
場
／
11
時
開
演

場
田
村
市
文
化
セ
ン
タ
ー

問
代
表　
橘
秀
人

☎
０
９
０（
５
３
５
２
）２
５
７
６

大
熊
町
い
わ
き
会

内
花
の
寄
せ
植
え
会

時
11
月
18
日（
火
）午
前
10
時

場
い
わ
き
市
泉
公
民
館

　
（
い
わ
き
市
泉
町
４
丁
目
13

−

11
）

費
１
０
０
０
円

申
必
要

定
20
人

問
宮
本
明

☎︎
０
９
０（
５
１
８
８
）８
１
６
３

大
和
久
地
区

内
親
善
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

参
加
を
希
望
の
方
は
事
前
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
申
し
込
み
時
に

お
伝
え
し
ま
す
。

時
11
月
29
日（
土
）

場
小
名
浜
オ
ー
シ
ャ
ン
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　
（
い
わ
き
市
泉
町
下
川
大
畑
17
）

期
11
月
7
日（
金
）ま
で

問
吉
岡
正
三

☎
０
９
０（
４
４
７
８
）３
２
０
４

問
斎
藤
浩
征

☎
０
９
０（
９
６
３
１
）１
２
６
８

こ
ら
ん
し
ょ
大
熊

内
こ
ら
ん
し
ょ
大
熊
最
後
の
忘
年
会

時
12
月
1
日（
月
）　

　
午
前
10
時
30
分
集
合

場
ダ
イ
オ
ー
本
店

　
（
福
島
市
下
野
寺
薬
師
堂
後
4
）

費
２
０
０
０
円

定
12
人

期
11
月
10
日（
月
）

問
菅
野
佳
代
子

☎
０
８
０（
６
０
３
８
）９
２
１
９︎

お
お
く
ま
い
わ
き

友
の
会

内
い
き
い
き
健
康
教
室

時
11
月
17
日（
月
）午
前
10
時
～
正
午

場
い
わ
き
市
鹿
島
公
民
館（
い
わ
き
市

鹿
島
町
走
熊
鬼
越
83

−

１
）

費
３
０
０
円

定
30
人

期
11
月
10
日（
月
）

問
奥
山
和
枝

☎︎
０
９
０（
５
２
３
４
）２
４
６
７

問
伊
東
光
子

☎︎
０
９
０（
３
６
４
５
）２
７
６
５
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町
区

①
内
ゴ
ル
フ
交
流
会

　
時
11
月
9
日（
日
）

　
　
西
コ
ー
ス　
午
前
9
時
31
分
開
始

　�

場
バ
イ
ロ
ン
ネ
ル
ソ
ン
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ（
い
わ
き
市
渡
辺
町
上
釜
戸

子
繋
１
３
０

－

２
）

　
費
５
０
０
０
円

　
期
11
月
3
日（
月
・
祝
）ま
で

②
内
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
会

　
時
11
月
30
日（
日
）午
前
10
時
集
合

　�

場
広
野
町
二
ツ
沼
総
合
公
園
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場（
広
野
町
下
北
迫
字
大
谷

地
原
65

－

３
）

期
11
月
25
日（
火
）ま
で

問
加
藤
直
人

☎︎
０
９
０（
２
９
７
５
）４
４
２
３

熊
１
〜
３
区

内
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
絆
交
流
会

時
11
月
24
日（
月
・
祝
）

　
午
前
８
時
30
分
受
け
付
け

場
広
野
町
二
ツ
沼
総
合
公
園
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場（
広
野
町
下
北
迫
字
大
谷
地
原

65
－

３
）

対
熊
１
～
３
区
の
方

期
11
月
14
日（
金
）ま
で

費
１
０
０
０
円

　
（
保
険
、
プ
レ
ー
費
、
弁
当
代
込
み
）

問
佐
久
間
住
夫

☎
０
９
０（
７
９
３
４
）０
０
４
７

問
中
原
文
男

☎
０
９
０（
４
０
４
０
）６
６
７
３

問
鈴
木
文
雄

☎
０
８
０（
３
１
７
８
）９
７
９
３

ク
ロ
ー
バ
ー
ク
ラ
ブ

内
つ
ま
み
細
工
を
使
っ
た
し
め
縄
作
り

時
11
月
21
日（
金
）午
前
9
時
30
分
～

場
中
通
り
連
絡
事
務
所　
第
一
会
議
室

費
２
０
０
０
円

持
ペ
ン
チ
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
ハ
サ
ミ

期
11
月
７
日（
金
）ま
で

申
・
問
阿
部

☎
０
９
０（
６
２
５
９
）７
９
３
３

大
熊
町
住
民
意
向
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

町
は
、
復
興
庁
、
福
島
県
と
共
同
で

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
帰
町
の
ご
意
向
や

今
後
の
生
活
環
境
に
関
す
る
ご
意
見
を

お
伺
い
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
参

考
と
す
る
た
め
に
令
和
７
年
度
住
民
意

向
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
回
答
を
お
願
い
す
る
方
に
、
11
月
初

め
に
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

本
調
査
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
は
、

「
住
民
意
向
調
査
」問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ

ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
調
査
票
提
出
期
限
・
オ
ン
ラ
イ
ン
回

答
期
限

　
11
月
18
日（
火
）

■
回
答
を
お
願
い
す
る
方

　
震
災
発
生
時
、
町
に
住
民
登
録
さ
れ

て
い
た
世
帯（
避
難
後
に
転
出
さ
れ
た

世
帯
を
含
む
）に
お
送
り
し
ま
す
。
分

散
し
て
避
難
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
れ

ぞ
れ
の
避
難
先
に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

避
難
先
の
代
表
者
が
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

問
復
興
庁「
住
民
意
向
調
査
」問
い
合
わ

せ
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０（
９
９
０
）９
１
７

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

■
設
置
期
間

　
11
月
5
日（
水
）～
11
月
18
日（
火
）　

　
平
日
午
前
10
時
～
午
後
5
時

問
企
画
調
整
課　
企
画
調
整
係

☎
０
２
４
０（
23
）７
５
８
４

令
和
７
年
度
個
人
事

業
税（
２
期
）納
税
通

知
を
発
送
し
ま
す

個
人
で
事
業
を
営
ま
れ
て
い
る
方
で
、

個
人
事
業
税
の
課
税
対
象
の
方
に
、
８

月
に
納
税
通
知
書
を
発
付
し
て
い
ま
す

が
、
２
期
分
に
つ
い
て
は
、
11
月
10
日

（
月
）に
、
納
税
の
お
知
ら
せ
を
発
送
す

る
予
定
で
す
。

な
お
、
税
務
署
へ
所
得
税
の
確
定
申

告
書
を
提
出
さ
れ
た
時
期
等
に
よ
り
、

納
期
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

期
12
月
１
日（
月
）ま
で

問
福
島
県
相
双
地
方
振
興
局
県
税
部
課

税
課
事
業
税
チ
ー
ム

☎
０
２
４
４（
26
）１
１
２
６
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■マイナンバーカード更新後の免許情報引継ぎについて
　次の場合にはマイナ免許証の再記録を希望しても免許情報の引き継ぎがされません。
「マイナ免許証のみ」所持の方は免許不携帯となってしまいますので、警察署等でのマイ
ナ免許証手続きが必要です。詳しくは最寄りの警察署、運転免許センターへお問い合わ
せください。

１．マイナンバーカード
更新申請後、カードを受け取るまでの間に、転出・転入・転居・氏変更などをし
た場合

２．名前や住所などの情報に、外字が含まれている場合
３．警察庁での確認の結果、処理対象外とされた場合

マイナ免許証に関する注意事項

問住民税務課　住民係☎ 0240（23）7146

マイナンバーカードの受け取りの際は、市区町村から届いた「交付通知書」に「免許
情報／運転経歴情報記録：有」の記載があることを必ず確認してください。
「無」と記載されている場合や「免許情報／運転経歴情報記録」欄が印字されていな
い場合は、新たに発行されたマイナンバーカードには免許情報等の記録が行われてい
ませんので、運転免許センター等において免許情報等の書き込みを行う必要があります。

■町外に避難されている方のマイナンバーカードの手続きについて
　町外に避難されている方のマイナンバーカードに関する手続きは、避難先の役所を経
由して行うことができますが、即日の手続きは出来きません。
一旦マイナンバーカードを避難先の役所にお預けいただき、大熊町で手続きを行った

後に書留郵便でお戻しするため、マイナンバーカードを所持できない期間が一定期間生
じます。
マイナ免許証のみの方は、その間、免許不携帯となってしまいますので、各種手続き

に大熊町役場（出張所・連絡事務所を含む）に来庁できない方は、運転免許証を所持して
ください。
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年
末
調
整
説
明
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

相
馬
税
務
署
は
、
相
双
法
人
会
と
の

共
催
で
、
次
の
と
お
り「
年
末
調
整
説

明
会
」を
開
催
し
ま
す
。

時
11
月
10
日（
月
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
相
馬
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　
は
ま

な
す
館（
相
馬
市
小
泉
高
池
３
５
７
）

時
11
月
20
日（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
富
岡
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
学
び
の

森（
富
岡
町
本
岡
王
塚
６
２
２

－

１
）

期
11
月
４
日（
火
）

定
あ
り
。
申
し
込
み
先
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
・
問
必
要
。
公
益
社
団
法
人　
相
双

法
人
会
ま
で

☎︎
０
２
４
４（
36
）５
７
５
４

問
相
馬
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門

☎
０
２
４
４（
36
）３
９
４
２

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
を
一

時
停
止
し
ま
す

住
民
記
録
シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
伴
い
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
た
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
す
べ
て
の
証

明
書
の
交
付
を
一
時
停
止
し
ま
す
。

避
難
先
の
自
治
体
で
の
広
域
交
付
対

象
の
証
明
書
等
の
取
得
は
可
能
で
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
停
止
期
間

　
11
月
３
日（
月
・
祝
）午
後
11
時
～
18

日（
火
）午
前
６
時
30
分

問
住
民
税
務
課　
住
民
係

☎
０
２
４
０（
23
）７
１
４
６

「
住
民
票
の
写
し
」
等

の
様
式
が
変
更
に
な

り
ま
す

　
11
月
４
日
か
ら
、
国
の
定
め
た
標
準

仕
様
に
あ
わ
せ
た
住
民
記
録
シ
ス
テ
ム

へ
の
変
更
に
伴
い
、住
民
票
の
写
し（
除

票
）、
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
、
印

鑑
登
録
証
明
書
の
様
式
が
変
更
に
な
り

ま
す
。

■
住
民
票
の
写
し
等
の
主
な
変
更
点

　
世
帯
一
部
の
住
民
票（
個
人
票
）が
、

Ａ
４
横
か
ら
Ａ
４
縦
に
変
わ
り
ま
す
。

　
世
帯
全
員
の
住
民
票（
連
記
式
）は
、

１
枚
に
世
帯
員
５
人
ま
で
記
載
さ
れ
て

い
た
も
の
が
、
４
人
へ
変
わ
り
ま
す
。

■
印
鑑
登
録
証
明
書
の
変
更
点

　
性
別
欄
が
省
略
さ
れ
ま
す
。

問
住
民
税
務
課　
住
民
係

☎
０
２
４
０（
23
）７
１
４
６

お
お
く
ま
駅
伝
２
０

２
５
を
開
催
し
ま
す

子
ど
も
た
ち
や
大
人
た
ち
が
元
気
に

身
体
を
動
か
し
な
が
ら
交
流
す
る
場
と

し
、
町
民
や
参
加
者
の
心
身
の
健
康
増

進
を
図
る
と
と
も
に
、
大
熊
町
に
人
々

が
集
ま
る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
お
お
く
ま
駅
伝
２
０
２
５
を

開
催
し
ま
す
。

大
会
情
報
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
随
時
更
新
し
ま
す
。

大
会
当
日
は
交
通
規
制
等
が
あ
り
ま

す
の
で
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

時
12
月
21
日（
日
）

場
学
び
舎
ゆ
め
の
森

問
生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎
０
２
４
０（
23
）７
５
１
８

　国は、全国の自治体の主な業務で取り扱うシ
ステムの統一・標準化を進めており、その一環
として町の業務システムで使用する文字を 11
月４日から「行政事務標準文字」に変更します。
部首の大きさ、曲げはねの違い、一部の長さ

の違いなど、デザインの差（「字形」の違い）の範
囲内で変わる場合があります。漢字の骨組み
（「字体」の違い）は変わりません。

問住民税務課　住民係☎︎ 0240（23）7146

住民票等に使用されている
文字が変わる場合があります

字
体
は
同
じ
だ
が
、
字
形

（
デ
ザ
イ
ン
）が
変
わ
る
例
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下野上地区一団地の復
興再生拠点市街地形成施
設事業の基盤整備工事お
よび、道路等工事のため
通行止めを行っています。
通行の際は、現地の案内
看板等のご確認をお願い
します。

問 UR 都市機構　東北震
災復興支援本部　大熊復
興支援事務所
☎ 0246（38）8127
問復興事業課　建設係
☎︎ 0240（23）7019

基盤整備工事に伴う11月の通行止め箇所について

■ 11月の通行止め箇所図

【凡例】
■：通行止め
■：片側交互通行
　　：片側交互通行
　　：う回ルート

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

町
は
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
利
用
方
法
等
は
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
申
請
行

為
の
た
め
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
対
象
と

は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

そ
れ
ぞ
れ
利
用
で
き
る
対
象
者
が
異
な

り
ま
す
の
で
担
当
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
在
宅
老
人
介
護
用
品
給
付
事
業（
お

む
つ
券
）

■
要
介
護
高
齢
者
介
護
慰
労
手
当
支
給

事
業

■
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業

■
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
等
の
訪
問
理

髪
サ
ー
ビ
ス
事
業

■
大
熊
町
認
知
症
高
齢
者
等
個
人
賠
償

責
任
保
険
事
業

問
福
祉
課　
介
護
保
険
係

☎
０
２
４
０（
23
）７
２
２
６

年
金
記
録
を
確
認
し

ま
し
ょ
う

　
11
月

い
い

30
日

み
ら
い

は「
年
金
の
日
」で
す
。
こ

の
機
会
に
、「
年
金
ネ
ッ
ト
」を
活
用
し

て
年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見
込

額
を
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
い
た
だ
く
か
、
お
近
く
の
年
金
事
務

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
保
険
課　
国
保
年
金
係

☎
０
２
４
０（
23
）７
１
４
３

富
岡
町
移
動
図
書
館

車
が
巡
回
し
ま
す

時
11
月
12
日（
水
）

　
午
前
10
時
40
分
～
11
時
10
分　
　
　

場
ほ
っ
と
大
熊
東
側
駐
車
場

■
利
用
カ
ー
ド
登
録
が
で
き
る
方　

◎
双
葉
郡
内
に
住
民
票
が
あ
る
方
、
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
方
。

◎
住
所
・
氏
名
を
確
認
で
き
る
書
類

（
健
康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
）を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。　

問
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
９
４

問
富
岡
町
図
書
館

☎︎
０
２
４
０（
21
）３
６
６
５
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問復興事業課　建設係
☎︎ 0240（23）7019

※車両の通行する部分が環状（ドーナツ状）の信号機のない交差点で、道路標識により車両が
その部分を『時計回りに通行』することが指定されている交差点のことです。

大野病院の南西部交差点の
環状交差点

※

（ラウンドアバウト）が通行可能となりました

■環状交差点の交通ルール

交差点に入るとき「左折」
・徐行または一旦停止して左折
　※右折できません
・歩行者に注意

交差点を出るとき「左折」
・左ウィンカーを出して左折
・歩行者に注意

至 大野駅

大野病院
（休止中）

環状交差点に入る（出る）際は、横断歩道の歩行者が優先です。
環状交差点内（円の中）の車両が優先です。

第 37回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会（ふくしま駅伝）が 11月 16日（日）に
開催されます。白河市陸上競技場から福島県庁までの 16区間 96.3km（工事により一部走路が変
更となります。）を県内の各市町村チームがタスキをつなぎます。

町チームへの応援をお願いします！

１区 4.0㎞ 午前7時40分 白河市陸上競技場（スタート）
2区 8.2㎞ 午前7時53分 サンフレッシュ白河・大沼体育館前
3区 5.8㎞ 午前8時18分 泉崎さつき公園前
4区 7.3㎞ 午前8時35分 矢吹町役場内
5区 6.4㎞ 午前8時58分 鏡石町・鳥見山陸上競技場内
6区 8.3㎞ 午前9時17分 須賀川市役所内
7区 5.4㎞ 午前9時43分 郡山市ゼノアック日本全薬工業内
8区 4.1㎞ 午前9時59分 郡山市・郡山ヒロセ開成山陸上競技場東側
9区 3.0㎞ 午前10時12分 郡山市福島県立郡山北工業高校内
10区 10.6㎞ 午前10時23分 郡山市・こどもの森公園入り口前
11区 3.9㎞ 午前10時54分 本宮市・白岩屋商店前
12区 7.0㎞ 午前11時7分 大玉村・イイジマ前
13区 4.8㎞ 午前11時28分 二本松市役所内
14区 5.7㎞ 午前11時43分 二本松市安達支所内
15区 3.4㎞ 午後12時1分 福島市松陵中学校前

16区 8.4㎞ 午後12時12分 福島大学入口
午後12時38分 福島県庁前（ゴール）

監　督 渡辺　誠一
コーチ 吉田　充芳 渡辺　隆弘
主　将 柳田　学徳

選　手

尾内　優希 大山さくら
奥山　翔琉 奥山　陽織
佐藤　優奈 島田　風花
蛸井　　光 中里　光星
長島　秀樹 森　　暁彦
柳田　明徳 柳田　学徳
柳田　文徳 山口　和弘
横山　幸哉 吉田　充芳
吉田　好孝 渡辺　誠一
渡辺　隆弘 渡辺　結羽

■大熊町チームのメンバー
（五十音順）

■時間　午前 7時 40分スタート
■コース

問生涯学習課　スポーツ振興係
☎︎ 0240（23）7194



25 広報おおくま　2025.11.１

下野上地区一団地の復興再生拠
点市街地形成事業の基盤整備工事
と道路工事のため駐車禁止として
いました、大野駅東口駐車場の造
成工事が完了し、利用できるよう
になりました。
代替駐車場は、原状回復工事の
ため、工事期間中は立入禁止とな
ります。
駅東口駐車場の利用再開に伴い、
代替駐車場へ移転していたカー
シェア用小型 EV車の配置場所も
東口駐車場へ戻りましたのでご使
用の際はご留意ください。
長期間のご協力ありがとうござ

いました。

大野駅東口駐車場の工事が完了しました

代替駐車場
10月５日閉鎖

東口駐車場
10月1日開放JR大野駅

小型EV移転先

■駐車場に関すること
　問総務課　管財係☎︎ 0240（23）7579
■カーシェアに関すること
　問生活支援課　生活支援係☎︎ 0240（23）7444

令和５年６月、福島復興再生特別措
置法の改正により、避難指示解除によ
る住民の帰還および帰還後の生活再建
を目指す「特定帰還居住区域」の設定が
可能となりました。町はこの制度を活
用し、令和５年９月に「大熊町特定帰還
居住区域復興再生計画」が国に認定さ
れ、令和６年２月に計画の変更により
区域を拡大しております。
この度、残る帰還困難区域（中間貯
蔵施設区域を除く）に関しても、避難指
示解除を目指し、計画の変更を行いま
す。つきましては、本制度の概要説明
ならびに対象となる範囲等について、
ご意見をお伺いするため、次のとおり
説明会を開催しますのでご参加くださ
い。
問企画調整課☎︎0240（23）7584

特定帰還居住区域復興再生計画変更のための
説明会を開催します

■対象行政区
　野上１・２区、下野上１区、熊１・２・３区
　町区、熊川区、夫沢２・３区
■説明会日程

開催日時 開催場所

11月
23日
(日・祝)

午前9時30分 アピオスペース　展示ホール
（会津若松市インター西90）

午後2時30分 ビッグパレットふくしま3階
中会議室（郡山市南二丁目52）

11月
24日
(月・休)

午前9時30分 いわき新舞子ハイツ　多目的ホール
（いわき市平下高久南谷地16-4）

午後2時30分 linkる大熊　多目的ホール
（大熊町大川原南平1207-1）

※本説明会の対象者は、特定帰還居住区域復興再生計画
の対象区域の方です。対象の方には個別に通知をお送り
します。
※本説明会は町政懇談会ではございません。予約不要の
ため、直接ご来場ください。
※ご来場に係る交通費や駐車場料金の支給はありません
のでご了承ください。
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ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

時
11
月
19
日（
水
）

　
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

場
保
健
セ
ン
タ
ー

定
15
人

申
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問
福
祉
課　
介
護
保
険
係

☎
０
２
４
０（
23
）７
２
２
６

い
き
い
き
百
彩
ク
ラ
ブ

①�

内
温
泉
ソ
ム
リ
エ
に
よ
る
お
風
呂
の

入
り
方
教
室

　
時
11
月
12
日（
水
）

　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
場
ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
る
大
熊　
第
一
研
修
室

　
申
11
月
7
日（
金
）ま
で
に
電
話
で

　
持
飲
み
物

②
内
季
節
の
お
飾
り
作
り

　
時
12
月
10
日（
水
）

　
　
午
前
10
時
～
午
後
1
時
30
分

　
場
大
熊
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
申
12
月
5
日（
金
）ま
で
電
話
で

健　

康

費
材
料
費
５
０
０
円

〈
共
通
〉

定
各
回
15
人

対
大
熊
町
民
の
方

問
健
康
保
険
課　
保
健
衛
生
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
４
１
９

保
健
セ
ン
タ
ー

開
放
日

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
、

幅
広
い
世
代
が
集
う
場
と
し
て
、ま
た
、

お
散
歩
の
途
中
の
寄
り
道
や
休
憩
場
所

と
し
て
も
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

お
茶
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
お
も
ち
ゃ

や
絵
本
、
健
康
に
関
す
る
情
報
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
健
康
相
談
・
介
護
や
認

知
症
・
栄
養
相
談
も
で
き
ま
す
。

※
保
健
セ
ン
タ
ー
前
で
生
活
循
環
バ
ス

も
停
車
し
ま
す
。

時
11
月
27
日（
木
）、
12
月
25
日（
木
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で

場
大
熊
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
下
野
上
字
金
谷
平
５
６
５
）

内
◎
移
動
図
書
／
午
前
10
時
～
正
午

　
◎�

い
ち
ご
カ
フ
ェ
／
午
後
1
時
30
分

～
３
時
30
分

■
特
別
企
画

①
内
離
乳
食
教
室

　
時
11
月
27
日（
木
）

　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　�

対
生
後
４
か
月
～
１
歳
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者

　
費
無
料

　
持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

　
申
必
要

②
内
冬
休
み
企
画（
予
定
）

　
時
12
月
25
日（
木
）

問
健
康
保
険
課　
保
健
衛
生
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
４
１
９

子
育
て
ひ
ろ
ば

�

①�

内
自
由
遊
び
、
身
長
体
重
測
定
、
個

別
相
談

　
�

時
11
月
25
日（
火
）

　
申
電
話
で
3
日
前
ま
で
に

②�
内
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
、
身
長
体
重
測
定
、

個
別
相
談

　

�

時
12
月
23
日（
火
）

　
申
電
話
で
１
週
間
前
ま
で
に

〈
共
通
〉 子

育
て

時
午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

場
大
熊
町
役
場　
い
わ
き
出
張
所

定
親
子
5
組

対
未
就
学
児
と
保
護
者（
祖
父
母
も
可
）

持
飲
み
物
、
お
む
つ
、
バ
ス
タ
オ
ル　

※
体
重
測
定
希
望
の
方
・
お
む
つ
交
換

の
際
は
、
ご
自
身
で
バ
ス
タ
オ
ル
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

問
健
康
保
険
課　
保
健
衛
生
係

☎
０
２
４
０（
23
）７
４
１
９

問おおくままちづくり公社
☎︎ 0240（23）7101（平日午前９時〜午後５時）

●不動産利活用登録募集　● okuma store（EC サイト）
●復興支援員募集中！

　詳細は右 QR コードよりご確認いただきご応募
ください。

不動産利活用、地域コミュニティをサポート！
特産品「帰忘郷」販売中！
おおくままちづくり公社の最新情報はこちら▶
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インフルエンザ予防接種の費用を助成します
インフルエンザ予防接種について、高齢者とお子さんに対して次のとおり予防

接種費用の助成を行います。
今年度は流行入りが各地で早めです。年末にかけて感染報告の増加が懸念されます。抗体

が十分にできるまでには接種後約２週間かかるため、早めの接種が大切です。

■対象者（該当する方に個別通知しました）
・接種日に年齢が 65 歳以上の希望者
・60 歳以上 65 歳未満の方で心臓やじん
臓・呼吸器に重い病気のある方の希望者、
ヒト免疫不全ウイルス (HIV) により免疫機
能に障がいがある方の希望者（障がい者手
帳１級程度の方）
■接種対象期間
　10 月１日（水）～令和８年１月 31 日（土）
■接種回数
　年１回
■料金
　無料
■接種場所

各医療機関（接種の際は必ず予約を入れ
てください。）
■接種方法

【県内】
　医療機関に直接予約し、お送りした予診
票を持参して接種してください。
※医療機関によって開始時期が異なります
ので、電話等でご確認のうえ接種してくだ
さい。

【県外】
・避難先市区町村の予防接種担当課に連絡
して、手続きをしてください。
・自己負担が発生した場合は、接種料金を
還付します。その場合は、助成申請書・領
収書（原本）・予診票（コピー）の３点を提出
してください。助成の申請手続きは接種終
了後、１か月以内に行ってください。

季節性（高齢者）インフルエンザ
（原則、自己負担なし）

■対象者
生後６か月～中学校３年生まで　

■接種対象期間
10 月１日（水）～令和８年１月 31 日

（土）まで
■助成回数
・６ヵ月～ 13 歳未満→２回接種分
　（２回接種する方は、２回分まとめて
申請してください。）
・13 歳以上～中学３年生→１回接種分
■接種場所

各医療機関（必ず予約のうえ接種して
ください。）
■持ち物

母子（親子）健康手帳、保険証、診察券
■その他

予診票は医療機関の予診票をお使いく
ださい。
■申請方法
・助成申請書は、健康保険課、各出張所・
連絡事務所に備えつけてあります（ホー
ムページからダウンロードすることもで
きます。）
・予防接種費用を一度自己負担し、その
後助成申請書・領収書（原本）・予診票（コ
ピー）または母子健康手帳のコピー（接種
日が記載されている部分）の３点を提出
してください。
※助成の申請手続きは、接種終了後すみ
やかに行ってください。

小児インフルエンザ
（接種時は自己負担で、後日還付）

問健康保険課　保健衛生係
☎︎ 0240（23）7419
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新型コロナウイルス定期予防接種のご案内
定期接種を希望の方は、次の内容で接種できます。

　※任意接種（全額自己負担）の方は、接種時期や回数の指定はありません。

■対象者（該当する方に個別通知しました）
・接種日に年齢が 65 歳以上の希望者
・60 歳以上 65 歳未満の方で心臓やじん
臓・呼吸器に重い病気のある方の希望者、
ヒト免疫不全ウイルス（HIV）により免疫機
能に障がいがある方の希望者（障がい者手
帳１級程度の方）
■接種対象期間
　10 月１日（水）～令和８年１月 31 日（土）
■接種回数
　年１回
■接種場所
　各医療機関（接種の際は必ず予約を入れ
てください。）
■接種方法

【県内】
　医療機関に直接予約し、お送りした予診
票を持参して接種してください。
※医療機関によって開始時期が異なります
ので、電話などでご確認のうえ接種してく
ださい。

【県外】
・避難先市区町村の予防接種担当課に連絡
して、手続きをしてください。
・4,500 円以上の自己負担が発生した場
合は、接種料金を還付します。その場合は、
助成申請書・領収書（原本）・予診票（コ
ピー）の３点を提出してください。助成の
申請手続きは接種終了後、１か月以内に
行ってください。
■料金

対象者は 4,500 円の自己負担がかかり
ます。
※生活保護受給者は無料で接種することが
できます。
■その他

医師が認めた場合は、他のワクチンとの
同時接種が可能です。ご希望の方は医師へ
ご相談ください。

問健康保険課　保健衛生係
☎︎ 0240（23）7419

町診療所でインフルエンザワクチン予防接種と
新型コロナウイルスワクチン予防接種が受けられます

町診療所でインフルエンザおよび新型コロナウイルスワクチンの予防接種を実施します。
予約制のため接種を希望の際はご連絡ください。（混み具合によっては、接種希望日を変更
していただく場合があります。）

場大熊町診療所
時毎週火・木曜日（祝日・年末年始を除く）午前８時 45 分～ 11 時 30 分
持保険証を忘れずにお持ちください。
　高齢者の方：予診票（町から９月末に送付しました）、小児の方：母子（親子）健康手帳
問・予約　健康保険課　保健衛生係☎︎ 0240（23）7419
　　　　　大熊町診療所☎︎ 0240（23）7170
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消防署から� 問富岡消防署　予防係　☎ 0240（22）2119

秋季全国火災予防運動秋季全国火災予防運動

問原子力損害賠償紛争解決センター
☎0120‒377‒155（年末年始を除く平日午前10時〜午後5時）

文部科学省  原子力損害賠償紛争解決センター (ADRセンター）からのお知らせ

■開設日時　① 12 月６日（土）午後１時～５時／②令和８年１月７日（水）午後４時～８時
■予約受付期間（土日・休日を除きます） 
　① 11 月４日（火）～ 11 月 25 日（火）／② 12 月１日（月）～ 12 月 25 日（木）
　ご予約は電話で。☎︎０２４- ９４１- ０１６４（予約電話受付　平日午前 10 時～午後４時）
■利用方法　①福島事務所へ来所（郡山駅東口徒歩５分）、予約優先制
　　　　　　②�自宅等から電話・オンライン (Zoom)、完全予約制（先着順）

今年も大熊町と連携して町の健康診断会場に出張窓口を設置します

実施日時 ADR 受付時間 実施会場
11 月 11 日（火） 午前８時 30 分～正午 パレスいわや（いわき市）
11 月 17 日（月） 午前９時～午後０時 30 分 ビッグパレットふくしま（郡山市）

11 月 25 日（火）・26 日（水） 午前８時 30 分～ 11 時 30 分 アピオスペース（会津若松市）

健康診断を受診されない方でもご利用できます。
ADR センターホームページに掲載しているチラシ（広報おおくま 10 月号同封）は右 QR コー

ドからご覧ください。

通常の窓口に加え、無料で弁護士等と話せる平日夜間・土曜窓口を
開設します。その場で申し立ても可能です。

平日夜間・土曜窓口を開設します 詳しい予約方法等
は右 QR コードか
らご覧ください

①こんろ　②たばこ　③電気機器
（総務省消防庁「令和６年における火災の状況（概算）」より）

住宅火災の
出火原因
トップ３

電気器具類とは、電源プラグ、電源タップ、リチウム電池（ボ
タン電池など）、充電式電池（モバイルバッテリーなど）などを
言います。

リチウム電池（ボタン電池など）を処分する時は、絶縁テープ
を電池の（＋）部分と（－）部分に貼り絶縁処理を行ってくださ
い。電池同士の接触により、放電して発火する恐れがあります。

充電式電池（モバイルバッテリーなど）は、落下による大きな
衝撃や水没などが原因で出火する恐れがあります。異常を確認
した場合は使用をやめましょう。

11月９日（日）～15日（土）

電気器具類による火災が増加！！

住宅用火災警報器を交
換する場合、電池のみを
交換すのではなく、機器
ごとの交換を推奨してい
ます。

10 年を目安に
交換しましょう！！
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筋肉量と筋力の低下（サルコペニア）

サルコペニアは要介護の入り口  

外出の頻度が
減る

認知症

噛みにくい・
むせる

基礎代謝
の低下

食欲低下

低栄養

たんぱく質の
摂取不足

要介護状態

転倒・骨折

オーラルフレイル
（口腔機能の低下）

おおちゃん

教えて　　　すこやかライフ

介護のギ
4

モ
4

ン
4

 
4

－ サルコペニアとフレイルの違いは何 ?－

　
通いの場のご紹介
大熊町の「通いの場」は

こちらから▶

　
人生会議とは…自分がこれからどう
生きたいか、希望を話し合うこと、
年齢に関係なく、自分の気持ちを伝
える機会です。

「最近疲れやすくて、体を動かすのがおっくうだな…」そんなときに疑われるのが、フレイルやサ
ルコペニアです。

サルコペニアは、筋肉量の減少や筋力の低下、身体能力の低下が起きている状態のこと。
また、フレイルは、加齢によって筋力や活力が低下した“虚弱状態”を指します。身体能力の低下

だけでなく、精神的、社会生活面にも衰えがみられるのが特徴です。
この２つの関係は、フレイルの中にサルコペニアが存在するというイメージです。つまり、サル

コペニアはフレイルの要素のひとつなんですね。
サルコペニアを放っておくと、筋肉がさらに衰えて活動性が低下し、人との交流や外出の機会が

減る恐れもあります。結果として、サルコペニアがフレイルの引き金となり、いずれは要介護状態
になってしまう場合もあります。

予防には運動と栄養が重要ですが、いずれも継続しなければ効果を持続させることはできませ
ん。運動や良い食事の習慣を生活の一部に含め、習慣化させることが重要になります。ご自身
にとって取り組みやすい内容から始めてみましょう。
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いつでもお越しください～保健センター～

大熊町こども家庭センターおおくまっこは、妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援
のため母子健康手帳の交付時に、保健師等の専門職が妊婦さんの体調や心配事のお話を
うかがいます。
母子健康手帳交付希望の方は日程調整をしますので本庁舎・各出張所にご連絡ください。

母子健康手帳交付希望の皆さまへご妊娠おめでとうございます

⦿子育て/健康　大熊町役場健康保険課　保健衛生係　☎０２４０-２３-７４１９
⦿介護 / 包括　大熊町役場福祉課　介護保険係　　　☎０２４０-２３-７２２６

　

子育て支援アプリ
「すくすく♡おおくまっこｂｙ母子モ」

健康づくりの拠点として、赤ちゃんから高齢者まで、幅広い年代の方に利用されていた保健セン
ターが再開してしています。同じ目的で再開した唯一の施設のため、震災前を知る人からは、「と
ても懐かしい」「ホッとする」などの声が多く聞かれています。

また、初めて訪れた方も施設の設備がとても素敵だと、繰り返し利用してくださる方も増えてい
ます。

今回は、保健センター開放日の様子をお伝えします。

職員は常駐していませんが、開放日だけでなく、乳幼
児健診や総合健診、料理教室や運動教室などの保健事業
も行っています。ぜひお気軽にお立ち寄りください。

みんなで
スポーツ

おもちゃも
いっぱい！

夏休みのおやつ作り

司書さんと
おはなし会

卓球、太極拳、

ボッチャ……

白熱しました！

カフェコーナーでお茶を飲みながらお話。楽しい一時です。

ホッと一息

この日はおもちゃをレンタルしました。赤ちゃんも大興奮です！

子ども達と

食改さんで

マフィンを

作りました！

読み聞かせの

時間は

みんな真剣です。
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何かと疑問の多い放射性物質について、長崎大学の専門家の皆さんが解説します。

折田　真紀子
（保健師）

松永　妃都美
（保健師）

柏崎　佑哉
（公認心理師）

長崎大学は、放射線被ばくと健康についてのご相談をいつでもお待ちしております。大熊町役
場健康保険課（☎︎ 0240-23-7419）を通じてお気軽にお問い合わせください。

私たち長崎大学は、大熊町での復興支援活動の一環として毎月「放射線と健康」をテーマとした
連載を掲載しています。

大熊町は、食品摂取による内部被ばくを予防するため、主に自家消費食品を対象とした放射能
検査を実施しています。大熊町内での検査は 2020 年度から実施されており、今回のコラムでは
2020 年度から 2024 年度までに実施された検査結果についてご紹介します。

食品の検査結果を集計するにあたり、食品は「野菜」「果物」「穀類」「いも類」「その他」の５つ
のグループに分類しました。なお、山菜やきのこ、野生動物の肉といった日常的に摂取すること
を想定しない食品は、今回の集計から除外しています。上記に分類される食品は、５年間で「野菜」
が 117 件、「果物」が 137 件、「穀類」が 45 件、「いも類」が 39 件、「その他（はちみつや加工品）」
が 27 件、合計で 365 件が検査されました。

図１は食品グループ別の放射能の検出割合、図２は検査された年度の放射能の検出割合です。
食品グループは、野菜や穀類、いも類と比較すると、果物やその他の食品が放射性セシウムを検
出する割合が高いことがわかります。また、年度別では 2020 年、2023 年が他の年に比べ、基
準値以上の検出割合がやや高い結果でした。これは 2019 年、2022 年に町内の避難指示が解除
されたことに伴って、解除区域周辺で採取された食品が積極的に検査されたためではないかと考
えられます。この５年間で検出率の大きな変動は見られませんでしたが、セシウム 137 の半減
期は 30 年と長期にわたることから、今後も検査結果の動向を観察する必要があるといえます。

教えて
　おおちゃん

放射性物質

46.2%

16.1%

42.2%
38.5%

44.4%

48.7%

70.8%

51.1% 59.0% 37.0%

5.1% 13.1% 6.7%
2.6%

18.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

野菜 果物 穀類 いも類 その他

不検出 基準値未満 基準値以上 不検出 基準値未満 基準値以上

35.7% 31.9% 27.5% 36.3% 38.0%
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58.0%

14.3%
4.4% 8.8% 13.7%
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図1　食品グループ別の放射性セシウム検出率 図2　検査年度別の放射性セシウム検出率
※不検出 : 機械で測定できる限界値を下回る，基準値 : 1kg あたり 100 ベクレル以上
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福島地方環境事務所からのお知らせ

環境省では、特定帰還居住区域（下野上１区、野上１
区・２区、熊１区～３区、熊川区、町区、夫沢２区・
３区の各一部）およびその周辺に位置する家屋等の解
体の申請を受け付けています。解体を希望される場合
は、解体申請受付窓口にご相談ください。
※所有建物の住所が区域範囲内か確認したい方は解体
申請受付窓口までお問い合わせください。
※環境省が除染した家屋等は解体の対象にはなりませ
ん。解体の意向がある場合は、解体前に家屋等の除染
を希望しないでください。ただし、過去に特定復興再
生拠点区域外縁として家屋を除染し、現在は特定帰還

居住区域内にある家屋等については、解体対象とな
る場合もあります。所有建物が解体対象となるか確
認したい方は、解体申請受付窓口までお問い合わせ
ください。

■解体申請受付窓口（環境省業務委託業者）
　�高島テクノロジーセンター
　（いわき市好間町上好間山下 6-1）
☎ ０１２０- ７００- ９０８
　（平日午前８時 30 分～午後５時 15 分）

特定帰還居住区域での被災家屋等の解体申請

特定復興再生拠点区域で帰還を検討されている方
で、敷地内の放射線量が気になる方は、線量測定を行
いますのでご連絡ください。

問福島地方環境事務所　浜通り南支所（除染担当）
☎０２４０- ２５- ８９９３
　（平日午前８時 30 分～午後５時 15 分）

モニタリングのご案内

環境省は、特定復興再生拠点区域内と特定帰還居住区域内の
除染工事を進めています。除染等工事に必要となる事前調査等
業務を行いますので、対象となる方にご案内を送付します。所
有する敷地内へ調査立ち入りさせていただくことに、ご理解と
ご協力をお願いします。（本調査業務の際に建物内へ立ち入る
ことはありません。敷地内の調査を望まれない方は、ご連絡く
ださい。）

問日本エヌ・ユー・エス株式会社
　（環境省業務受託業者）
☎０１２０( ３９５) ０８０
　（平日午前８時 30 分～午後５時 15 分）

除染作業事前調査の実施について

　環境省は、特定帰還居住区域（下野上１区、野上１区・２区、
熊１区～３区、熊川区、町区、夫沢２区・３区の各一部）に住
居がある方を対象に、粗大ごみ等の個別回収の申し込みを受け
付けています。また、東京電力が住居内の片付け、ごみサポート
等も実施しています。希望される場合は、お申し込みください。
　なお、粗大ごみ等の個別回収の際にフレコンバックが必要と
なる場合は、お申し込みの際にお知らせください。
※特定復興再生拠点区域の個別回収受付は、令和５年６月 30
日をもって締め切りました。

■申し込み窓口
　�大熊町片付けごみサポートセンター
　（環境省業務委託業者）
☎０１２０- ５０- ８８３２
　（平日午前９時～午後５時）
問福島地方環境事務所　浜通り南支所
　（廃棄物担当）
☎０２４０- ２５- ８９９３
　（平日午前８時 30 分～午後５時 15 分）

特定帰還居住区域での個別回収受付

中間貯蔵事業情報センターは、中間貯蔵施設をバス
で巡る見学会を開催しています。参加を希望される方
は、お申し込みください。
時 11 月 14 日（金）・15 日（土）

■申し込み窓口
　中間貯蔵事業情報センター
☎０２４０- ２５- ８３７７
問福島地方環境事務所　中間貯蔵部中間貯蔵総括課
☎０２４- ５６３- １２９３

中間貯蔵施設の見学会を開催しています
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各 種 問 い 合 わ せ 先

ゼロカーボン
町ゼロカーボン補助金制度事務局
☎０１２０-９７８- ８２０
医療・福祉
町診療所
☎２３-７１７０
ふたば医療センター付属病院 
☎２３-５０９０
町社会福祉協議会
☎２３-５１７１
教育
認定こども園 学び舎ゆめの森
☎２３- ４４６２
義務教育学校 学び舎ゆめの森 
☎２３-５３４１

移住・定住・帰還支援
町移住定住支援センター
☎２３-７１０３
おおくままちづくり公社
☎２３-７１０１
商工・観光・交流
町観光協会 
☎２３-７１０１
町インキュベーションセンター
☎２３-７７２１
町商工会
☎２３-７３８０
交流施設 linkる大熊
☎２３-７６７６
宿泊温浴施設ほっと大熊 
☎２３-５７６７

郵便
大熊郵便局
☎３２-２２２２
警察・消防
双葉警察署
☎２２-２１２１（緊急通報 110）
富岡消防署
☎２２-２１１９（緊急通報 119）
災害情報専用テレホンサービス
☎２６- ０３６６
電気
東北電力コールセンター 
☎０１２０- ０６６-７７４
ガス
福島県 LP ガス協会 相双支部
☎０２４４-２２-１１４１

上水道
双葉地方水道企業団
☎２５-５３２３

（下水道は町役場復興事業課）
電話
NTT 東日本相談申し込みダイヤル
☎１１６
ごみ
双葉地方広域市町村圏組合 
南部衛生センター
☎２５- ４６０９
除染・中間貯蔵施設
除染と中間貯蔵施設に関す
る問い合わせ窓口
☎０１２０-０２７-５８２
一時立ち入りコールセンター
☎︎０１２０-２２０-７８８

（記載のない市外局番は０２４０です）

９月６日、ツール・ド・ふくしま 2025 が
開催され県内外からサイクリストが浜通り
に集結。高低差の激しい山道をものともせ
ず颯爽とコースを駆け抜けました。

おおくま　　Photo News　　Photo News

700人のサイクリストが町内を疾走！
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人のうごき� 令和７年９月末現在

住民基本台帳
　人　口　９, ８５０人　
世帯数　４, １７２世帯

町内居住者数
人　口　１，４９９人
（うち帰還者３２１人）

居住地ごとの状況は町ホームペー
ジをご覧ください。

町内の空間線量
（令和７年 10月 15日午前９時現在）

広報はホームページでも
ご覧いただけます。

問大熊町役場　総務課　秘書広聴係

Facebook大熊町HP Instagram

　広報おおくまは町ホームページでも公開しています。
パソコンやスマートフォンからも町の情報をご覧いただ
けますのでぜひご活用ください。

※機器調整中のため直近の計測データを記載してい
ます（令和７年６月 10日午後３時時点）

町内で空間線量を測定しているモニタリングポスト
の数値をお知らせします。
表は避難指示が解除された区域に設置している機器
を抜粋して掲載しています。
町全体のデータは、町環境測定サイネージ、町ホー
ムページからご確認ください。

測定地点名 空間放射線量
（μ Sv/h）

中屋敷集会施設 0.10
大熊町役場 0.08
福島給食センター 0.13
やすらぎ霊園 0.06
野上二区地区集会所 0.51 ※

インキュベーションセンター
（旧大野小学校） 0.12

大熊町保健センター 0.26
大野駅 0.13
大熊町文化センター 0.28
旭台公園 0.33
学び舎ゆめの森 0.12
大和久区地区集会所 0.35 ※

町区集落センター 0.46

参　
考

いわき市役所 0.07
郡山市役所 0.07
会津若松市役所

（追手町第二庁舎） 0.04

こんにちは赤ちゃん
こどもの名 親の名 住　所
半　澤　咲

え ま
茉 　怜　・美　鈴 古　舘

千　葉　彪
ひ ゅ う が
雅 美紀夫・たか子 中央台

ご結婚おめでとう
花むこ 住　所 花よめ 住　所

沖 野　 昇 平 清 水 遠 藤　 綾 夏 大 野

三 瓶　 大 斗 新 町 青 木　　 梓 新 町

おくやみ申し上げます
死亡者名 年齢 住　所

目　黒　弘　信 ６７ 歳 大 野

黒　田　孝　行 ７４ 歳 大 野

髙　橋　カネヨ ８８ 歳 旭 台

佐々木　久　子 ９５ 歳 新 町

安　部　礼　子 ９１ 歳 東大和久

前　司　耕　臣 ６９ 歳 大

令和７年９月届出
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日 月 火 水 木 金 土
    1

♪ふるさとまつり
◎�認定こども園学
び舎ゆめの森入
園募集開始⑯
◎�下野上地区宅地
分譲募集開始⑰

2 3 文化の日 4 5 6 7 8

9 10 　 11 12 13 14 15
■�町区ゴルフ交流
会★⑳

■�こらんしょ大熊
申し込み期限★
⑲

♣�いきいき百彩ク
ラブ★㉖

16 17 18 19 20 21 22
♪ふくしま駅伝㉔ ■�おおくまいわき

友の会★⑲
◎�大熊学講座★⑰
■�大熊町いわき会
★⑲
◎�住民意向調査回
答期限⑳

♣�ノルディック
ウォーキング★
㉖

♪�スマートフォン
教室申し込み期
限★⑱
♪�関東大交流会申
し込み期限★⑱

■�クローバークラ
ブ★⑳

♪�秋の坂下ダム
ウォーキング★
⑱

23 勤労感謝の日 24 振替休日 25 26 27 28 29
■�おおくま町物語
伝承の会⑲
◎�特定帰還居住区
域復興再生計画
変更の説明会㉕
（23～24日）

■�熊地区パークゴ
ルフ絆交流会★
⑳

◎�大熊学講座★⑰
●�●�子育てひろば★
㉖

◎�地域計画策定座
談会⑰
◎�富岡町図書館車
巡回日㉓

♣�保健センター開
放日㉖

♣�離乳食教室★㉖

◎�任期付職員採用
候補者試験申し
込み期限⑯

◎�ふたば・こおり
やまふれあい祭
り⑲
■�大和久地区親善
ゴルフコンペ★
⑲

30
■�町区パークゴル
フ交流会★⑳

今月の紙面情報をまとめました。
丸数字（①など）は、
詳しい内容を掲載したページ番号です。

おおくまカレンダー11月

霜月
November 

2025

駅西交流エリア 大川原交流ゾーン OIC まちづくり公社 社会福祉協議会

町内のゴミ回収日

▲分別方法は
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南部衛生センターごみ受入日 午前8:30〜11:30

【実施団体】
♪主なイベント　◎その他　■各コミュニティ団体
♣保健センター　●●出張所・連絡事務所　
●おおくまコミュニティづくり実行委員会　
（★マークがついているイベントなどは予約が必要です）




